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第
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回
仙
南
法
人
会
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品
」

①就職を目指す、今どきの若者の「心の内」にあるもの
②大河原税務署長挨拶、大河原税務署の主な人事異動
③事業報告（平成 29年１月～７月）

④お知らせコーナー
⑤表彰・絵はがきコンクール優秀作品一覧
⑥税務署だより

主な内容



　
「
大
卒
新
入
社
員
の
約
３

割
が
新
卒
で
入
っ
た
会
社
を

入
社
３
年
以
内
に
辞
め
る
」

と
い
う
話
を
耳
に
し
た
方
は

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
厚

生
労
働
省
が
統
計
を
開
始
し

た
１
９
８
７
年
以
降
、
こ
の

〝
３
年
後
離
職
率
〟
は
、
概

ね
３
割
前
後
の
数
値
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
若
者
は
３
年
で
会
社

を
去
ろ
う
と
す
る
の
か
、
大

学
生
の
就
活
支
援
と
若
手
社

会
人
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
両

方
に
携
わ
る
立
場
と
し
て
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．「
長
時
間
労
働
」と「
成

長
実
感
の
欠
如
」、
さ
ら

に
「
３
年
勤
め
た
か
ら
そ

ろ
そ
ろ
転
職
を
」
と
い
う

退
職
動
機
も

　
若
手
社
会
人
の
退
職
動
機

で
よ
く
耳
に
す
る
の
は
、「
長

時
間
労
働
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
を
改
善
し
た
い
」と
い
う
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
特
に
サ
ー

ビ
ス
業
に
お
い
て
顕
著
で
、

「
ア
ル
バ
イ
ト
が
休
む
と
自

分
が
穴
埋
め
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」「
深
夜
帰
宅
と
早

朝
出
勤
の
連
続
で
睡
眠
時
間

も
満
足
に
と
れ
な
い
」
な
ど

の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
〝
３
年
後
離
職
率
〟
も
、

サ
ー
ビ
ス
業
だ
け
に
限
定
す

る
と
５
割
を
超
え
て
お
り
、

こ
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
、

こ
の
先
も
ず
っ
と
続
け
る
こ

と
へ
の
不
安
を
抱
い
て
、
退

職
を
決
意
す
る
若
者
が
多
い

状
況
で
す
。
次
に
、
よ
く
耳

に
す
る
退
職
動
機
は
、「
こ

の
会
社
に
い
て
も
成
長
で
き

な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
希
望
の
部
門
へ
の
異
動

の
チ
ャ
ン
ス
す
ら
な
い
」「
転

勤
の
連
続
で
キ
ャ
リ
ア
の
積

み
上
げ
が
で
き
な
い
」「
イ

キ
イ
キ
と
働
い
て
い
る
先
輩

社
員
が
見
当
た
ら
ず
、
自
分

も
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
、
不
安
」
な
ど
の
理
由

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
描
い
て
い

た
、
な
り
た
い
自
分
像
と
現

実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
前
に
し

て
焦
燥
感
を
募
ら
せ
、
転
職

に
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る

若
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、最
近
気
に
な
る
の

は
、
と
り
た
て
て
今
の
会
社

や
仕
事
に
不
満
は
な
く
、
今

後
ど
う
し
て
も
や
り
た
い
と

い
う
仕
事
も
な
い
の
に
、「
入

社
し
て
３
年
経
っ
た
の
で
、
そ

ろ
そ
ろ
転
職
し
て
も
い
い
か

な
と
思
っ
て
」と
転
職
相
談
に

訪
れ
る
若
者
の
存
在
で
す
。

　
動
機
を
掘
り
下
げ
て
い
く

と
「
大
学
時
代
は
自
分
が
何

を
や
り
た
い
の
か
分
か
ら

ず
、
内
定
を
も
ら
え
た
会
社

に
と
り
あ
え
ず
入
っ
た
」
と

い
う
よ
う
な
発
言
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。

　
「
と
り
あ
え
ず
入
っ
た
組
」

の
中
に
も
、
入
社
し
て
み
た

ら
仕
事
の
や
り
が
い
を
見
出

し
、
こ
の
会
社
で
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
決
意
で
き
た
人
も

い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ

う
思
え
な
か
っ
た
若
者
達

が
、「
３
年
勤
め
た
か
ら
辞

め
て
も
い
い
よ
ね
」
と
、
転

職
の
道
を
選
ぶ
の
で
は
な
い

か
と
推
察
し
ま
す
。

２
．
な
ぜ「
３
年
」な
の
か
？

　
バ
ブ
ル
崩
壊
を
き
っ
か
け

に
、終
身
雇
用
の
砦
が
崩
れ
、

就
職
指
導
に
お
い
て
も
、
会

社
に
入
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
「
就
社
」
で
は
な
く
、
自

分
の
強
み
を
活
か
せ
る
仕
事

を
み
つ
け
る
た
め
の「
就
職
」

を
意
識
し
て
活
動
さ
せ
る
こ

と
に
、
多
く
の
大
学
が
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
転
職
が
決
し
て

特
殊
な
こ
と
で
は
な
い
時
代

に
な
っ
て
も
、
仕
事
の
本
質

を
理
解
し
、
社
会
人
と
し
て

の
基
礎
を
固
め
る
た
め
に
は
、

最
低
３
年
は
続
け
る
こ
と
が

重
要
と
の
認
識
の
下
、「
新
卒

で
入
っ
た
会
社
は
、
最
低
３

年
は
辞
め
な
い
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」と
い
う
指
導
も
、
多

く
の
大
学
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
「
３
年
」
と

い
う
言
葉
が
良
く
も
悪
く
も

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。

　
成
長
を
実
感
で
き
な
い
若

者
に
と
っ
て
は
、
今
の
会
社

に
残
る
か
ど
う
か
を
決
断
す

る
分
岐
点
の
３
年
、
と
り
あ

え
ず
今
の
会
社
に
入
っ
た
若

者
に
と
っ
て
は
転
職
市
場
に

臨
む
た
め
の
資
格
を
得
た
と

も
い
う
べ
き
３
年
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
若
手
社
員
が

３
年
で
会
社
を
去
る
こ
と
は

企
業
に
と
っ
て
は
、
大
き
な

損
失
で
す
。
長
時
間
労
働
の

見
直
し
５
年
後
10
年
後
を
見

据
え
た
社
内
で
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
明
確
化
な
ど
が
急
務

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
若

手
社
員
だ
け
で
な
く
、
ミ
ド

ル
層
の
社
員
に
と
っ
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
若
者
の
声

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、
働

き
や
す
い
環
境
作
り
の
第
一

歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
次
号
で
は
、
就
職
活
動
の

現
状
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、

今
の
若
者
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

山　
田　
英　
子

２　
　
回

シ
リ
ー
ズ
1
就
職
を
目
指
す
、今
ど
き
の
若
者
の「
心
の
内
」に
あ
る
も
の

新
卒
社
員
の《
３
年
後
離
職
率
》に
つ
い
て
の
考
察
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昨
年
８
月
に
法
人
ニ
ュ
ー

ス
仙
南
で
着
任
の
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
早
一

年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
御
縁

あ
っ
て
２
年
目
（
６
代
前
の

金
澤
署
長
以
来
）
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
会
報
で
着
任
あ
い

さ
つ
や
法
人
会
の
総
会
等
で

は
、
租
税
教
育
の
推
進
や

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
拡
大
等

の
お
願
い
ば
か
り
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
は
、
私
の
人
と
な
り
を

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い

寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
私
は
、
元
々
は
国
税
局
に

採
用
さ
れ
、
国
税
局
勤
務
数

年
で
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）

に
出
向
と
な
り
、
二
十
数
年

間
、
霞
が
関
で
勤
務
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
連
日
徹
夜

で
勤
務
す
る
こ
と
も
珍
し
く 引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

大
河
原
税
務
署
長　

蜂
　
谷
　
和
　
則

大 河 原 税 務 署 異 動 状 況
【転入等】

総務課長 伊勢　真紀 （局徴収部 特別整理第三部門 総括主査）

総務課 総務係長 土岐由美子 （大河原 管理運営部門 徴収官）

管理運営部門 統括徴収官 髙橋　祥子 （仙台南 管理運営第三部門 統括徴収官）

個人課税第二部門 統括調査官 三浦　正一 （仙台南 個人課税第二部門 統括調査官）

【転出等】
青森 総務課長 菊池　　健 （総務課長）

局調査査察部 特査官付 査察官 原　　　匠 （総務課 総務係長）

仙台南 管理運営第二部門 統括徴収官 北條　　繁 （管理運営部門 統括徴収官）

福島 特別調査官 白鳥　博美 （個人課税第二部門 統括調査官）

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し

て
結
婚
、
育
児
と
仕
事
と

日
々
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ふ
と
気
付

く
と
自
分
に
は
「
趣
味
」
と

い
う
も
の
が
無
い
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
家
内
か
ら
も

老
後
の
た
め
に
も
何
か
趣
味

を
持
て
ば
と
勧
め
ら
れ
、
友

人
の
誘
い
も
あ
り
始
め
た
の

が
「
釣
り
」
で
し
た
。
い
ざ

釣
り
を
始
め
て
み
る
と
、
当

初
は
釣
果
も
そ
こ
そ
こ
あ
り

（
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
？
）、

そ
の
友
人
に
誘
わ
れ
る
が
ま

ま
、
磯
釣
り
の
倶
楽
部
に
入

会
し
て
、
伊
豆
半
島
を
中
心

に
釣
行
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
現
在
は
、
会
で
は
「
釣

れ
な
い
釣
り
師
」
と
呼
ば
れ
、

半
ば
苦
行
の
よ
う
な
釣
行
を

続
け
て
お
り
ま
す
が
、
釣
果

だ
け
で
な
く
、
仲
間
と
の
釣

り
談
義
な
ど
、
仕
事
と
は
違

う
世
界
を
味
わ
い
充
実
し
た

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
良
い
仕
事
を
す
る

た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ

と
は
勿
論
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
充
実
が
極
め
て
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
釣
果
は
乏

し
く
実
益
の
無
い
趣
味
で
す

が
、
趣
味
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
良
い

仕
事
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、

最
近
「
山
登
り
」
を
始
め
ま

し
た
。
重
い
身
体
に
鞭
を

打
っ
て
登
っ
て
い
ま
す
が
、

山
登
り
の
最
中
は
、
こ
れ
も

ま
た
苦
行
そ
の
も
の
で
す
。

山
登
り
を
終
え
、
筋
肉
痛
に

悩
ま
さ
れ
て
い
て
も
、
次
に

登
る
山
を
探
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ひ
と
つ
趣
味
が
増
え
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
・
・
・
。
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●企業経営の安定のために各種セミナー等を実施

１．税知識普及・納税意識高揚事業

①絵はがきコンクール（第９回）選考模様
・実施日：平成29年２月３日
・場　所：蔵の観光案内所（村田町）
・選　考：応募作品の中から優秀作品
	 10件を選考

③税務研修会（各支部、各部会）
・実施日：平成29年４月18日～
	 　　　　　　　５月25日
・場　所：各支部、各部会総会会場
・参加者：199名
・講　師：大河原税務署法人課税
　　　　　富樫統括調査官、高橋調査官
・概　要：消費税率改定に伴う事前準備

②全国女性フォーラム（鹿児島大会）
・実施日：平成29年４月７日
・場　所：城山観光ホテル（鹿児島市）
・概　要：式典の後㈱国際協力銀行
	 代表取締役 林  信光氏記念講演
	 「明日の社会と税金を語る」
	 が行われた

●会員及び非会員に向けて税知識の普及及び納税意識の高揚を図るため各種イベントを実施

①大河原税務署長講演
・実施日：平成29年１月24日
・場　所：和洋亭ぶざん（大河原町）
・参加者：52名
・講　師：大河原税務署長 蜂谷 和則氏
・テーマ：我が国の財政の現状について

２．経営支援事業

小学生から応募の作品
122（６校）点の中から
優秀作品10点を選考

大会キャッチフレーズ：輝け女性！その風は南から

平成２年度以降、税収
の横ばい、歳出増加傾
向にあります。社会保
障関連歳出が約３倍と
なっていることが大き
な要因です。

平成31年10月１日
より消費税率改定
と合わせて、軽減
税率が導入となり
ます。帳簿等の備
付けが必要となり
ますので事前準備
をお願いします。
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②新春女性部会セミナー
・実施日：平成29年２月３日
・場　所：蔵の観光案内所（村田町）
・参加者：23名
・講　師：村田町役場総務課危機管理監
　　　　　　　　　　　岡 崎　弘氏
・テーマ：災害対応研修会

⑤丸森支部移動講演会
・実施日：平成29年２月26日
・場　所：穴原温泉　吉川屋（福島市）
・参加者：12名
・講　師：㈱仙台銀行丸森支店長
　　　　　　　　　　　金子 紀雄氏
・テーマ：金融制度の現状について

④川崎支部移動講演会
・実施日：平成29年２月３日
・場　所：大勝（川崎町）
・参加者：32名
・講　師：川崎町長　　小山 修作氏
・テーマ：川崎町のこれからの展望につ
　　　　　いて

③青年部会特別講演会
・実施日：平成29年２月24日
・場　所：和洋亭ぶざん（大河原町）
・参加者：28名
・講　師：総合研究室研究員
　　　　　　　　　　　伊藤 岳洋氏
・テーマ：緊急時における中小企業の
	 リスクマネジメント

事業報告（平成29年１月～７月）

熊本地震や蔵王の噴火等の
災害を教訓に、常日頃の準
備・心がけが、防災の基本
です。

地域密着型の金融商
品を準備しています
ので、気軽にご相談
ください。

多くの自治体と同様
に人口減少の傾向に
あるが、地域特性を
生かし、経済活性化
をいかに進めるかが
ポイントである。

企業を取り巻くリス
クが複雑多様化して
おります。企業防衛
のため、不測の事態
による損失の未然防
止対策が必要です。
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女性部会

青年部会

●地域社会の発展に貢献するため社会貢献活動を実施

①わんぱく相撲仙南場所・なでしこ相撲大会
・活動内容　子供たちの健全な育成を目的に、仙南エリアの小学生を対象とした「わんぱ
　　　　　　く相撲仙南場所・なでしこ相撲大会」を実施（第５回）
・実施日：平成29年６月10日
・場　所：宮小学校（蔵王町）

３．社会貢献事業

⑥定時社員総会記念講演会
・実施日：平成29年５月30日
・場　所：ウェディングパーク
　　　　　　　　　桜フローラ（大河原町）
・参加者：67名
・講　師：日本大学教授　岩井奉信氏
・テーマ：今後の政局の流れをどうよむか

①社会福祉施設へタオル寄贈
・活動内容　特養老人ホーム「桜寿苑」へ
　　　　　　　　　　　タオル200枚寄贈
・実施日：平成29年５月12日
・場　所：大河原町商工会議所

②節電啓発活動

・活動内容　夏の節電ＰＲを目的に、白石
	 　の夏祭り実行委員会へ「節
	 　電PRうちわ」を交付
・実施日：平成29年７月21日
・場　所：㈱きちみ製麺（白石市）

女性部会会員
で持ち寄った
タオル 200 枚
です。お使い
ください。

夏祭りに合わせて節電PRお願いします。

また来年頑張ります！

のこった、のこった！

大変頑張りました！

今後の政局は、国内では、
憲法改正、国外では、北
朝鮮・中国の動向が影響
を及ぼすだろう。
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事業報告（平成29年１月～７月）

定時社員総会、各部会総会、各支部総会が下記により
行われ、平成28年度決算の承認、平成29年度事業計画
等の報告及び役員改選が行われた。

区　　　分 実施日 場　　所
定時社員総会 ５月30日 ウェディングパーク桜フローラ
青年部会総会 ５月16日 舞鶴会館
女性部会総会 ５月12日 大河原町商工会
白石支部総会 ５月15日 舞鶴会館
角田支部総会 ５月10日 ジュネス我妻
柴田支部総会 ５月23日 ホテル原田 in さくら
大河原支部総会 ５月10日 大河原町商工会
蔵王支部総会 ５月17日 旅館　三治郎
丸森支部総会 ４月18日 丸森まちづくりセンター
川崎支部総会 ５月19日 山景の宿　流辿
村田支部総会 ５月25日 谷山温泉　松風荘
七ヶ宿支部総会 ４月21日 七ヶ宿町開発センター

定時社員総会模様

４．総会等について
定時社員総会等について

区　　分 a.Ｈ28決算値 b.Ｈ27決算値 差（a-b) 【参考】c.Ｈ28計画 差（c-a) 備考

収
　
益

受 取 会 費 11,882 12,017 ▲ 135 11,950 ▲ 68
受 取 助 成 金 9,121 8,626 495 8,655 466
そ の 他 収 益 4,283 3,944 339 3,594 689

計 25,286 24,587 699 24,199 1,089

費
　
用

公益目的事業 14,088 14,315 ▲ 227 14,345 ▲ 257
収 益 事 業 7,400 6,333 1,067 6,299 1,101
管 理 費 3,454 3,402 52 3,399 55

計 24,942 24,050 892 24,043 899
収支差 344 537 ▲ 193 156 188

平成28年度決算概要
（単位：千円）

代表理事・会長 渡邊　大助（白石支部） 理　　　事 吉見　光宣（白石支部） 理　　　事 米澤　光秀（川崎支部）
代表理事・筆頭副会長 村上　睦夫（白石支部） 理　　　事 長橋　和夫（白石支部） 理　　　事 岡田　正光（川崎支部）
理　事・副会長 四竈　　均（白石支部） 理　　　事 大木　文孝（角田支部） 理　　　事 吉野　敏明（村田支部）
理　事・副会長 久保内忠男（角田支部） 理　　　事 加藤　正治（角田支部） 理　　　事 大沼　俊市（村田支部）
理　事・副会長 大沼　毅彦（柴田支部） 理　　　事 野口　敬志（柴田支部） 理　　　事 池田　　勲（青年部会）
理　事・副会長 櫻井　淳一（大河原支部） 理　　　事 大槻　善之（柴田支部） 理　　　事 大槻　　誠（青年部会）
理　事・副会長 佐藤　義信（蔵王支部） 理　　　事 櫻井　俊寛（大河原支部） 理　　　事 大泉　拓也（青年部会）
理　事・副会長 春日部泰昭（丸森支部） 理　　　事 津田　政行（大河原支部） 理　　　事 吉見　智恵（女性部会）
理　事・副会長 鈴木　正司（川崎支部） 理　　　事 樽見　正志（蔵王支部） 理　　　事 八重樫裕子（女性部会）
理　事・副会長 大沼　克巳（村田支部） 理　　　事 渋谷　　稔（蔵王支部） 理　　　事 丹野千代子（女性部会）
理　事・副会長 梅津　政志（七ヶ宿支部） 理　　　事 菅野　八郎（丸森支部） 監　　　事 押野　　隆（白石支部）

理　　　事 林　　力男（丸森支部） 監　　　事 本木　拓也（大河原支部）
監　　　事 佐藤　真也（角田支部）

役員紹介
※（　）内は所属支部、所属部会

理　　　事 相澤　辰夫（柴田支部） 理　　　事 高橋　　豊（青年部会） 理　　　事 武田　民子（女性部会）
理　　　事 齋　　清志（大河原支部） 理　　　事 金子　隆史（青年部会） 理　　　事 大沼　和子（女性部会）
理　　　事 伊藤　征雄（蔵王支部） 理　　　事 森　　建人（青年部会） 監　　　事 菅野　文男（大河原支部）
理　　　事 佐々木　進（川崎支部） 理　　　事 庄司きく子（女性部会） 監　　　事 伊藤　紘德（柴田支部）

退任役員（ご苦労様でした）
※（　）内は所属支部、所属部会

年々経営環境が厳しく
なっております。今後と
も、会員増強及び福利
厚生制度商品への加入
促進等、事業運営に協
力をお願い致します。
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お知らせコーナー１．平成29年度の主な事業
月 事　　　業 会　　議　　等

４ ※各支部税務研修会（4/18 ～ 5/25） （18）監査会
（27）第１回理事会

５
（30）記念講演会（今後の政局の流れをどうよむか）（12）女性部会定時総会

（16）青年部会定時総会
（30）定時社員総会

６ （10）わんぱく相撲仙南場所・なでしこ相撲大会
（13）法人税申告等に係る説明会（上半期）

（12）税制委員会

７ （19）女性部会夏の節電啓発活動
（29）社員セミナー（医療格差とセカンドオピニオンの重要性）

総務委員会、広報委員会、組織委員会、事業委員
会、厚生委員会

８ （23）第２回理事会
　　　（含：合同委員会・福利厚生連協）

９ （29）改正税法説明会 （５）支部事務担当者会議
（12）税理士会大河原支部との連絡協議会

10

（11）中小企業会計啓発･普及セミナー
（17）親善ゴルフ大会
（　 ）租税教室講師研修会
・各支部税のPR活動
　（　 ）白石　　（　 ）角田　（　 ）柴田
　（　 ）大河原　（　 ）蔵王　（　 ）丸森
　（　 ）川崎　　（　 ）村田　（　 ）七ヶ宿

11

《税を考える週間：11～ 17日》
（　 ）税制改正要望陳情
（　 ）移動講演会
（　 ）仙南ひまわり会講演会
（　 ）年末調整説明会
（　 ）新設法人説明会
（　 ）女性部会復興支援

（　 ）広報委員会

12
（　 ）女性部会冬の節電啓発活動
（　 ）租税教室
（　 ）法人税申告等に係る説明会（下半期）

（　 ）総務委員会
（　 ）青年部会・研修会・全体交流会

１ （　 ）租税教室
（　 ）大河原税務署長講演会

（　 ）第３回理事会・合同委員会

２ （　 ）女性部会研修会・絵はがきコンクール選考会・交流会
（　 ）特別講演会　青年部会主催

（　 ）支部事務担当者会議

３
（　 ）税に関する絵はがきパネル展示 （　 ）総務委員会、組織委員会、広報委員会、

　　　事業委員会、厚生委員会
（　 ）第４回理事会

●会員増強期間が「９月１日から12月31日」まで期間で実施
・法人会は「よき経営者を目指す」ための全国組織です。
　「正しい税務知識を身につけたい、もっと積極的な経営をめざしたい」そんな経営者の皆さんを支援する
団体です。
　税のオピニオンリーダーとしての活動や、会員の研さんを目的とした各種の研修会や、地域に密着した地
域振興、社会貢献活動等を積極的に行っております。
　経営者育成のための青年部会、女性部会もありますので、まだ会員になっていない事業所等がありました
ら、是非ご紹介下さい。
●入会の特典
①経営知識、税関連のセミナー等の無料受講、資料提供
②福利厚生制度の充実（法人会向けの各種保険の団体加入扱い、検診の割引制度）
③異業種の皆さんとの交流　等

※「お知らせ」の詳細については、仙南法人会事務局（0224-24-5372）までお問い合わせお願いします。

２．会員加入勧奨のお願い
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「税に関する絵はがきコンクール」優秀作品
（仙南法人会女性部会主催）

全国法人会連合会長表彰

佐々木　進さん
（川崎支部）

樽見　正志さん
（蔵王支部）

大沼　克巳さん
（村田支部）

久保内忠男さん
（角田支部）

表　　彰
※宮城県法人連合会総会に於いて、法人会の多年にわたる功績等により次の方々が表彰されました

宮城県法人会連合会長表彰

・実施日：平成29年６月13日　・場　所：江陽グランドホテル　・受賞内容

・仙南法人会122点の応募から選ばれた優秀作品10点です。

第９回 10点

大河原税務署長賞
村田小６年
髙橋　優衣さん

優秀賞
白石第一小６年
村上　夢果さん

優
秀
賞
白
石
第
一
小
６
年

鈴
木
夢
結
花
さ
ん

優
秀
賞
遠
刈
田
小
６
年

加
藤
さ
ら
さ
さ
ん

優
秀
賞
船
迫
小
６
年

我
妻
こ
こ
ろ
さ
ん

仙南法人会会長賞
白石第一小６年
大庭　めいさん

仙南法人会女性部会長賞
村田小６年
大沼　知紘さん

優　秀　賞
白石第一小６年
伊藤　有斗さん

優　秀　賞
村田小６年
片桐　萌吹さん

優　秀　賞
西根小６年
遠藤なごみさん
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税だより 税務署
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軽減税率制度に関する情報は
国税庁ホームページ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をクリック

軽減税率制度実施に伴うレジの導入や電子的受発注システム改修には支援制度があります。
詳しくは、軽減税率対策補助金事務局　http://kzt-hojo.jp/

　仙南法人会と大河原税務署では、事業者の方を対象として、消費税の軽減税率制度に関する説明会を
開催します。
　多くの事業者の方に関係のある制度ですので、ぜひ説明会にお越しください。
　なお、会場の都合上、席に限りがありますことを予めご了承ください。
■開催日時・場所

開　催　日 説 明 時 間 会　　　場

平成29年11月16日（木） 10時00分～11時15分
ホワイキューブ
（白石市文化体育活動センター）
白石市鷹巣東二丁目1-1

平成29年11月17日（金） 14時00分～15時15分
えずこホール
（仙南芸術文化センター）
柴田郡大河原町字小島1-1

※説明内容はどちらも同じ内容です。

消費税の軽減税率制度が実施されます！
平成31年10月１日から、消費税及び地方消費税の税率が８％から10％へ引き
上げられ、税率引き上げと同時に、消費税の軽減税率制度が実施されることと
なりました。

区　　　分
平成31年10月１日以降

標準税率 軽減税率
消 費 税 率 7.8％ 6.24％
地 方 消 費 税 率 2.2％ 1.76％

合　　　計 10.0％ 8.0％

消費税の軽減税率制度に関する説明会の開催についてのご案内

大河原税務署　法人課税部門　☎ 0224-52-2202お問い合わせ先

消費税軽減税率制度

飲　食　料　品 飲食料品とは、食品表示法に規程する食品（酒税法に規程する酒類を除
きます。）をいい、外食等を除きます。

週２回以上発行される新聞
週２回以上発行される新聞とは、定期的に継続して購買することを契約しているもので、政治、
経済、社会、文化等に関する一般社会的事実を掲載する、週２回以上発行される新聞をいいます。

《軽減税率の対象品目》
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仙台総合支社 〒980-6122 宮城県仙台市青葉区中央1-3-1 アエル22F

AF法推-2016-0047-1707020　8月4日

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
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